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　新宿自治創造研究所は、地方分権改革の流れの中で、区の政策形成能力の向上を図り、

豊かな自治の創造を目指す区政運営に資するために 2008（平成 20）年 4月 1 日に設置

されました。

　国においても、2009 年 11 月 17 日に地域主権戦略会議を設置し、「地域のことは地域

に住む住民が責任を持って決めることのできる活気に満ちた地域社会をつくっていくこ

とを目指すため、国が地方に優越する上下の関係から対等なパートナーシップの関係へ

と転換するとともに、明治以来の中央集権体質から脱却し、この国の在り方を大きく転

換していくことを目的とした地域主権改革に関する施策を検討し、推進していく」こと

としており、これまで以上に地方の自主性・自立性を重視した改革が推進される時代に

なりました。

　こうした中、当研究所は、2010 年度から 2年間の研究テーマを、新宿区における人口、

外国人、集合住宅とし、ワーキング・グループ（ＷＧ）をつくり、専門家のご指導の下、

取り組んでいます。今年度は、基礎的な情報として人口を捉えデータ分析を行うととも

に、新宿区で特徴的な外国人ならびに集合住宅に取り組み、その特性について明らかに

していきます。

　「研究所レポート」は、研究内容の発表等を通じて情報を発信し、住民に最も身近な

基礎自治体である新宿区が、より自立した地方自治体として政策を立案し実行していく

ことに貢献することを目指しています。本号では、まず外国人ＷＧが報告し、その後、

順次人口・集合住宅ＷＧが報告していきます。次号以降では、それぞれのテーマについ

て、分析を加えるとともに、インタビュー調査などを実施し研究を深めて行く予定です。

多くの皆様からご質問、ご意見等をお寄せいただければ幸いです。

　行政の最前線で働き現実の課題を認識することができる区職員は、区の課題を提示し

事業や施策を提案することを通じて、新宿区の自治の担い手である区民の負託に応えて

いくことが求められています。事業や施策を考える際に、「研究所レポート」が参考に

され、新宿区という基礎自治体の自治の創造に役立つことができるよう、新宿自治創造

研究所は今後も積極的な取り組みを進めていきます。

金安岩男
新宿区新宿自治創造研究所所長

は　じ　め　に





外国人WG報告（1）
～データで見る新宿区の外国人像～

　新宿区の外国人登録人口は、1980年代以降増え続けており、2010（平成22）年 12

月1日現在、区民の9人に1人、20代では4人に1人が外国人となっています。その国籍・

出身地域は実にさまざまで、アジア地域を中心に、115カ国の外国人が新宿区で暮らして

います。

　また、単に外国人の数が増えているというだけでなく、その国籍・出身地域、年齢、就学・

就業状況、なども変化しています。

　そこで外国人WGでは、統計データを整理・分析するとともに、関連団体や個人へのヒ

アリングなどを通じて、新宿区に住む外国人の居住・生活実態や行政ニーズを明らかにしつ

つ、人口の変動要因や今後の動向を考察するという作業を進めています。

　第一回目となる本レポートでは、新宿区に住む外国人の特徴を概観するための基礎的な

データ（外国人登録人口、総人口に対する外国人の比率、国籍、年齢構造、在留資格など）

を整理・分析しています。第一章では全国・東京都の統計との比較から、第二章では区単位

の統計から新宿区の外国人居住者の特徴を描いています。

　第二回目以降のレポートでは、居住年数や国籍別の世帯構成などの項目を追加し、区単位

だけでなく、小地域単位の統計も用いてさらに詳細な分析を行っていく予定です。

　また、今後のレポートでは、統計データからだけではなく、並行して進めている関連団体

及び個人へのヒアリングによる分析も進めていきます。
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予告　新宿区における外国人の集住状況（2010 年）
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（注）資料としている東京都及び新宿区の統計は断りのない限り、各年1月1日のものを利用しています。
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全国・東京都・特別区との
比較で見る新宿区の外国人像

全国・東京都・特別区・新宿区の外国人登録人口注 1

● 全国の外国人人口は総人口の 2％弱。
　 そのうち2割は東京都に住んでいる。

● 東京都の外国人の 8割が特別区に住んでいる。
　 新宿区に住む外国人はその1割強。

1
1

　2009年末現在、全国の外国人
登録人口は218万 6,121人で、総
人口 1億 2,751 万人（2010 年 10
月現在の推計人口注２）に占める
割合は1.7％（58人に1人）となっ
ています。一方、東京都の外国人
登録人口は41万 8,116人注３（都
人口の3.2％／ 30人に 1人）で、
全国の外国人登録人口の19％を
占めています。また、東京都に
住む外国人登録人口のうち、約8
割（83.4％）にあたる34万 8,857
人は特別区に住んでいます。した
がって、特別区の人口に占める外
国人の割合は3.9%（24人に1人）
と東京都全体の割合より高くなっ
ています。
　最後に、新宿区の外国人登録人
口は35,211人（区人口の11.1%）
で、東京都の外国人登録人口の
8.4％、特別区の10.1％を占めて
います。

注 1 :   日本に滞在する外国人は、一定期間（90 日以上）
在留する場合、市区町村に居住地や在留資格などの
身分事項を届け出る義務があります（ただし、在留
資格＜本レポート「在留資格について」参照＞が「外
交」「公用」の者、日米地位協定該当者などは除き
ます）。「外国人登録人口」とは、この届出により市
区町村に登録された外国人の数のことを言います。

注 2 :   総人口は国勢調査による人口を基準人口として、そ
こに自然動態・社会動態人口（外国人を含む）を加
えて算出されます。また、外国人人口には、上記の
「外交」「公用」人口は含まれません。

注 3 :   この数値は東京都が集計したものです。なお、東京
都と入国管理局では集計方法が異なるので、同じ東
京都の外国人登録人口でも数字が異なります（入国
管理局の統計では 41万 5,098 人）。

資料 :（財）入管協会『在留外国人統計
平成 22 年版』、東京都総務局統計部Ｈ
Ｐ「外国人登録人口　平成 22年」

図表 1-1　全国・東京都・特別区・新宿区の外国人登録人口（2010 年）
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● 東京都の外国人登録人口は、他の都道府県を大きく引き離して全国1位。

● 新宿区の外国人登録人口は東京都で最も多いが、全国の自治体でも上位。

　外国人登録人口が多い都道府県
トップ3は、東京都、愛知県、大
阪府ですが、なかでも東京都は2
位の愛知県のほぼ倍の人口となっ
ており、東京都に住む外国人の数
が全国でも飛び抜けて多いという
ことが分かります（図表1-2）。
　それでは新宿区の外国人登録人
口が、東京都でどのくらい多いの
かを見てみますと、2位の江戸川
区以下を大きく引き離して1位と
なっています（図表 1-3）。この
ことから、新宿区が全国で最も外
国人の多い東京都の中でも、一番
外国人の多い自治体であることが
分かります。
　最後に、新宿区の外国人登録人
口を全国の区市町村と比べてみま
すと、大阪市、横浜市、名古屋市、
神戸市、京都市に続いて6位と
なっています注。上位5位の自治
体は、総人口が100万人を超え
る政令指定都市であることを考慮
すると、総人口約32万人の新宿
区が6位に位置することは、注目
に値します。

資料 : （財）入管協会『在留外国人統計　平成 22年版』　資料 : 東京都総務局統計部ＨＰ「外国人登録人口　平成 22年」

注 :   入管協会『在留外国人統計』によれば、大阪市120,915
人、横浜市 78,889 人、名古屋市 68,417 人、神戸市
44,649人、京都市41,106人。

図表 1-2　

都道府県別外国人登録人口
（2010 年）　

図表 1-3　

東京都市区町村別外国人登録人口
（2010 年）
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● 新宿区は全国・東京都・特別区に比べて外国人比率の増加が著しい。

● 新宿区における外国人登録人口増加の主な要因は、1980年代後半のニューカマー流入。

　1980～ 2010年までの 30年間
の外国人登録人口と外国人比率の
推移を全国・東京都・特別区・新
宿区で比べて見てみますと、新宿
区では外国人比率（総人口に対す
る外国人の割合）の伸び幅が、全
国・東京都・特別区に比べて非常
に高いことが分かります（図表
1-4、1-5）。
　1980年時点での外国人比率は、
全国0.7％、東京都1.0％、特別区
1.1%に対して新宿区は1.8%とそ
れほど高くなく、23区内で千代
田区、港区、荒川区、渋谷区に次
いで5番目、また、登録人口も足
立区、港区、世田谷区に次いで4
番目でした注。
　ところが、2010年の外国人比
率は、全国1.7％、東京都3.2％、
特別区3.9％であり、1980年と比
較して 2～ 4倍の伸び率である
のに対して、新宿区は11.1%と
約 6倍も伸びています（図表1-4、
1-5）。
　それでは新宿区の外国人登録人
口がどのように増えていったのか、
またいつ頃増えたのかを、5年ご
との人口増加率で見てみますと、
1980～ 1990年の 10年間、特に
1985～ 1990年に大きく増加して
いることが分かります（図表1-5
「新宿区」の「5年間の増加率」
赤色部分）。この時期の外国人登
録人口の増加率を、全国・東京都・

資料 ： （財）入管協会『在留外国人統計　平成 22年版』、東京都総務局統計部ＨＰ「外国人登録人口　昭和 54年からの時系
　　　 列データ」
注： 全国の外国人比率 =外国人登録人口÷全国総人口（各年 10月 1日に総務省統計局が推計したもの）。
　　東京都・特別区・新宿区の外国人比率＝外国人登録人口÷（住民基本台帳人口 +外国人登録人口）。

外国人登録人口と外国人比率2

図表 1-4　外国人登録人口と外国人比率の推移（1980-2010 年）
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特別区・新宿区で比べてみます
と、全国の増加率17.1％に対して、
東京都52.1%、特別区55.1％と東
京都・特別区の増加率が圧倒的に
高くなっていますが、新宿区は
75.2％とさらに上回る伸びを見せ
ています注。
　1970 年代末～ 1990 年代とい
うのは、台湾での海外渡航自由
化（1979年、共産圏を除く）、中
国での私費留学自由化（1984年）、
韓国での 45歳以上の海外旅行
自由化（1987年、完全自由化は
1989年）、日本での「留学生受け
入れ10万人計画」（1983年）の
発表が行われた時期です。した
がって、この時期の外国人登録人
口は、これら一連の政策の影響に

よるところが大きいと考えられま
す（なお、この時期に来日した外
国人のことを、戦前から定住する
外国人「オールドカマー」と区別
し「ニューカマー」と呼びます）。
　また、1980年代後半は、日本
のバブル経済期で労働力不足が深
刻になり、海外から流入した外国
人労働者がいわゆる3K労働に従
事するという社会問題も発生しま
した。1980年代、とくに1980年
代後半にニューカマー外国人が東
京都に流入した背景には、このよ
うな各国の政策や社会情勢があっ
たと推察されます。
　東京都の中でも、特に新宿区に
ニューカマーが集中した背景には、
まず歌舞伎町で働く外国人従業員

が、職場に徒歩で通える大久保地
区に住むようになったことが挙げ
られます。次に、この時期に大久
保地区では専門学校や日本語学校
が林立し、留学生や就学生をひき
つける磁場となったことが考えら
れます。
　また、新宿区の外国人増加率
は2000年以降3割に迫っており、
特に、2005～ 2010年の人口増加
率は 24.5％と全国・東京都・特
別区を上回る伸びとなっています。
　このことから、2000年に入っ
て新宿区の外国人人口の増加傾向
が再び強まってきていると考えら
れます（詳細は15ページを参照）。
注 :   この時期の外国人人口増加は、新宿区だけでなく、隣
接する豊島区でも著しく、1985 ～ 1990 年の 5年間
で約 1.5 倍増となっています。

資料 ： （財）入管協会『在留外国人統計　平成 22年版』、東京都総務局統計部ＨＰ「外国人登録人口　平成 22年」
注 : 5 年間の人口増加率 =（現在の登録人口－ 5年前の登録人口）÷ 5年前の登録人口× 100

図表 1-5　外国人登録人口と外国人比率、及び 5年間の人口増加率の推移（1980-2010 年）
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● 新宿区は全国・東京都に比べて、外国人登録人口全体に占める
　 20 代後半～30 代前半人口の割合が多いが、
　 2010 年になって、20 代前半人口の割合が大きく増えている。

● 1990 年には明らかであった全国と東京都・新宿区の年齢構造の差が、
　 2010 年になって縮まっている。これは東京都・新宿区の
　 40 代後半～ 50 代前半人口の割合増加による。

資料 :  （財）入管協会『在留外国人統計　平成 3年版』、同平成 12年版、同平成 22年版、新宿区総合政策部企画政策課統計
注 :  1990 年のデータについては、全国・東京都は 1990 年末時点、新宿区は 1990 年 4月 1日のものを使用しています（『在留外国人統計』は、1985 ～ 1993 年までは隔年での集計となっており、
1990 年 1月の統計データはありません。また、新宿区のデータについても、1990 年分は 4月 1日のものしか現存していません）。

図表 1-6　外国人登録人口の 5歳階級別人口ピラミッド（1990-2010 年）
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　外国人登録人口を年齢別に見
てみますと、1990年の時点では、
全国と比べて、東京都・新宿区で
は、20代後半～30代前半にかけ
ての人口が極めて多いことが分か
ります（図表1-6）。このことは、
1990年代には東京都、特に新宿
区ではニューカマーが急増したた
め、学生や働き盛りの比較的若い
年齢層の外国人が、全国と比べて
かなり多く入ってきたのではない
かと推測できます。
　しかし、図表1-6を見ると、20
年間で全国・東京都・新宿区の年
齢構造の差異が徐々に縮まってき
ていることが分かります。これは
主に東京都・新宿区で40代後半
～50代前半人口の割合が増えた
ためだと考えられます。その要因
の一つとして、1980～ 1990年代
に流入したニューカマーがそのま
ま定住し、年齢を重ねている可能
性があります。

資料 :   （財）入管協会『在留外国人統計　平成 3年版』、同平成 12年版、同平成 22年版、新宿区総合政
策部企画政策課統計
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【参考】5歳階級別人口割合の比較

全国の 25 ～ 34 歳人口は計
25.4％であるのに対し、東京
都は 36.3％です。
新宿区は 46.0％と全国の倍
近い値となっています。

新宿区の 30 代前半の人口割
合は、全国・東京都とほぼ同
じになってきています。
20 代人口の割合が高く、特
に 20 代前半の人口割合は
10 年前と比べて伸びています。
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● 全国・東京都・特別区では「中国」がトップだが、
　 新宿区では「韓国・朝鮮」注がトップ。

● 新宿区の「韓国・朝鮮」「中国」を合計した割合は、
　 全国・東京都・特別区よりも高い。

　国籍別に見てみますと、全国・
東京都・特別区・新宿区とも「韓
国・朝鮮」、「中国」が半数以上を
占めていますが、新宿区は全国・
東京都・特別区に比べて「韓国・
朝鮮」の割合が1割以上多くなっ
ています（図表1-8）。そのため、「韓
国・朝鮮」「中国」を合計した割
合が7割強となっています。
　新宿区の「韓国・朝鮮」登録人
口は、1980年代以降急激に増え
ていることが特徴的です。例えば、
東京都で2番目に「韓国・朝鮮」
登録人口が多い足立区を例にとる
と、1980 年には 7,719 人でした
が、2010年でも8,738人と 30年
間で１割強しか増加していませ
ん。一方、新宿区は1980年には
3,069人であったのが、2010年に
は 14,332 人と、約 3.7 倍もの人
口増となっています。
　次に、全国では上記2カ国に
次いで「ブラジル」「フィリピン」
の割合が高いですが、東京都・特
別区では「フィリピン」「米国」、
新宿区では「ミャンマー」「フラ
ンス」が多くなっています。
　「ブラジル」の登録人口上位3
都道府県は、愛知県（67,162人）、
静岡県（42,625人）、三重県（18,667
人）で、主に中京・東海地方に集

注 : 全国、東京都の「韓国・朝鮮」はオールドカマーの占める割合が高い（全国 7割、東京都 4割）ですが、新宿区の「韓国・朝鮮」は 9割がニューカマーです。

出典 : （財）入管協会『在留外国人統計　平成 22年版』、東京都総務局統計部ＨＰ「外国人登録人口　平成 22年」、新宿区
『新宿区の統計　平成 22年』

資料 : （財）入管協会『在留外国人統計　平成 22年版』、東京都総務局統計部ＨＰ「外国人登録人口　平成 22年」、新宿区
『新宿区の統計　平成 22年』
注：「韓国・朝鮮」には、朝鮮民主主義人民共和国建国前の朝鮮半島出身者も含まれます。「中国」には台湾出身者も含まれます。

図表 1-7　外国人登録人口の上位 8カ国（2010 年）

図表 1-8　外国人登録人口の国籍別割合（2010 年）
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中しています。これは、1990年
代に多くのブラジル人が、自動車
や家電製品の生産工場などがある
ところで働くようになったからだ
と考えられます。
　一方、全国と東京都で１割弱を
占める「フィリピン」ですが、上
位 3都道府県は東京都（31,567
人）、愛知（25,923 人）、神奈川
（18,447人）となっており、上位
３位以下の都道府県を見ても、お
もに関東・中京地方に多いといえ
ます。また、東京都23区のうち、
「フィリピン」の多い区は足立区

（3,449人）、江戸川区（2,831人）、
大田区（2,250人）となっており、
新宿区は11位とほぼ中位に位置
しています。
　最後に、「ミャンマー」「フラン
ス」の集住状況をみてみますと、
まず、「ミャンマー」は全国8,366
人のうち、東京都の人口が5,163
人と約 6割（61.7％）を占め、2
位以下の都道府県では500人も
いない、という状況です。「フラ
ンス」も同様に、全国9,193人の
うち、東京都が5,422人と約6割
（59.0％）を占めており、2位以

下を大きく引き離しています。し
たがって、「ミャンマー」「フラン
ス」は、現在半数以上が東京都に
集住しているといえます。新宿区
は「ミャンマー」「フランス」と
も23区内では登録人口が第1位
となっており、それぞれ東京都の
約25％、約20％が住んでいます。
また、過去30年間の推移を見ま
すと、「ミャンマー」は新宿区と
豊島区、「フランス」は新宿区と
港区を中心に登録人口が増えてい
ます。

資料 : 東京都総務局統計部HP「外国人登録人口　昭和 54年からの時系列データ」

【参考】東京都 23区の「韓国・朝鮮」「ミャンマー」「フランス」登録人口の推移（1980-2010 年）
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● 全国・東京都に比べて、新宿区では
　 就労資格、「留学」「就学」資格の人口割合が高い。

● 「永住者」「特別永住者」の割合は東京都・新宿区とも全国を下回るが、
　 新宿区は構成比にして全国の 4分の1以下。

　次に、外国人登録人口が多い
「韓国・朝鮮」「中国」を在留資格
別に見てみますと、実は同じ国籍
でも、全国・東京都・新宿区では
構成比が異なることが分かります
（図表1-10）。
　まず「韓国・朝鮮」は、全国で
は約7割が特別永住者、すなわち
戦前から在住しているオールドカ
マー人口の割合が非常に高いです
が、新宿区では1割程度です。一方、
ニューカマーと呼ばれる就労資格
や「留学」「就学」人口、及び就労

や留学の目的で来日した外国人の
家族が併せて6割を超えています。
　「中国」は、「韓国・朝鮮」のよ
うな違いはありませんが、新宿
区は全国と比べて「留学」「就学」
の割合が高く、全体の4割を占め
ています。また、全国では工場や
農家などでの技能実習注などを含
む「特定活動」人口が1割強いま
すが、新宿区では1％以下、とい
う特徴がみられます。

　在留資格別に見ますと、まず就
労資格（日本での就労が認められ
ている在留資格）注２の全体に占め
る割合が、東京都・新宿区では2
割と全国のほぼ倍となっています。
　また、東京都は全国に比べて「留
学」「就学」注３の割合が高いので
すが、新宿区は約3割とはるかに

上回り、全国の3倍、東京都の2
倍となっています。
　このことから、新宿区には仕事、
あるいは勉強で来日している外国
人が多いといえます。一方、「永
住者」「特別永住者」といった身
分に基づく在留資格での滞在者が、
全国の半分以下となっています。

資料 : （財）入管協会『在留外国人統計　平成 3年版』、同平成 12年版、同平成 22年版、新宿区総合政策部企画政策課統計
注 1 :   1990 年のデータについては、全国・東京都は 1990 年末時点、新宿区は 1990 年 4月 1日のものを使用しています（理由については 10ページ注を参照）。
注 2 : 「就労資格」は、在留資格のうち、「外交」「公用」を除く就労活動を認められた資格（本レポート 24－ 25ページ「在留資格について」を参照）の該当者を集計しています。
注 3 : 2010 年 7月より、「留学」「就学」は「留学」に一本化されています。

注 : 2010 年 7月からは「技能実習」という在留資格が新
設されています。 

図表 1-9　外国人登録人口の在留資格別割合（2010 年）注1

（※詳細は本レポート 24-25 ページ「在留資格について」を参照）
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● 外国人登録人口、外国人比率ともに年々
　 増加する一方だが、特に外国人比率の伸びが顕著。

● 外国人比率の急上昇は、
　 日本人人口（住民基本台帳人口）の減少
　 または低い増加率と、外国人登録人口の
　 高い増加率が組み合わさった結果。

　新宿区の外国人登録人口は、過
去30年間増加傾向にあります注

（図表2-1）。中でも、1980年代後
半のニューカマーによる増加と、
2000年代初め、及び2000年代後
半の増加が著しくなっています。
　増加要因を国籍別・在留資格別
人口の増減数からみると、2000
年代初めの人口増加の主な要因は
「韓国・朝鮮」の就労資格、「韓国・
朝鮮」「中国」の「留学」「就学」
「家族滞在」の増加にあるといえ
ます。また、2005年以降も人口
が増加していますが、これは主に
「韓国・朝鮮」「中国」の「留学」「就
学」、就労資格、「家族滞在」が増
えたためだと考えられます。
　また、区人口に占める外国人の
割合は著しく増加していますが、
これは 1980～ 1990年代後半に
かけて日本人人口が減少したこと
や、2000年代に入って増加に転
じたものの、増加率が低いことに
より、「分母」（総人口）が小さく
なる一方で、「分子」（外国人登録
人口）が大きくなり続けている、
という双方向の要因によるもので
す。

資料 : 新宿区HP「新宿区の世帯数及び男女別人口の推移（昭和 30年～平成 22年）」

図表 2-1　新宿区における外国人登録人口と外国人比率の推移（1980-2010 年）

図表 2-2　新宿区における
　　　　住民基本台帳人口と
　　　　外国人登録人口の推移
　　　　（1980-2010 年）

図表 2-3　新宿区における
　　　　住民基本台帳人口、
　　　　外国人登録人口の増減数
　　　　及び増加率の推移
　　　　（1980-2010 年）

注 :   2005年のみ登録人口が減少していますが、これは2004
年末頃全国各地で繁華街の環境浄化施策が行われた時
期と重なることから、この施策による影響があったと
考えられます。
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資料 : 新宿区 HP「新宿区の世帯数及び男女別人口の推移
（昭和 30年～平成 22年）」
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● 新宿区の外国人登録人口は、20 ～ 40 代が極めて多いが、
　 特に、2000 年以降は男女とも20 代の人口が増加。
　 現在新宿区の 20 代人口の 4人に1人は外国人となっている。

● 高齢人口は外国人登録人口のわずか2.4%だが、
　 50 代人口は2000 年以降増えている。

図表2-4　新宿区における外国人登録人口ピラミッド（左）と区総人口ピラミッド（右）
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資料 : 新宿区総合政策部企画政策課統計
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　外国人登録人口を年齢別で見て
みますと、20～ 40代の割合が圧
倒的に多く、1990 ～ 2010 年の
20年間ずっと約8割前後で推移
しています（図表2-4）。
　また、20年間の推移を見ると、
特定の年齢層による著しい増加が
見られます。
　まず、1990年代には、全体で
4,846人増加していますが、その
うち 30代後半～ 40代前半の人
口増が2,659人と半分強を占めて
います。この時期には、主に就労
資格と「家族滞在」人口が増えて
いることから、この時期には学生
よりも働き盛りの世代とその家族
が増えたと考えられます。

図表 2-5　新宿区における年齢三区分別
　　　　外国人登録人口の推移（1990-2010 年）

図表 2-6　新宿区における
　　　　年齢三区分別人口の比較（2010 年）

図表 2-7　  年齢三区分別
　　　　外国人登録人口割合の比較（2010 年）

　次に、2000年代の増加人口を
見てみますと、全体で13,431人
増のうち、20代人口が 5,749 人
増と半分弱を占めています。ま
た、40代後半、50代人口の増加
も目立ち、併せて全増加人口の3
割弱を占めています。この時期に
は、「留学」「就学」「永住者」、就
労資格の人口が、それぞれ増加人
口の3割程度増えていることか
ら、20代人口増加の主な要因は、
留学生・就学生の増加にあり、ま
た、40代後半～50代人口の増加
は、1980年代後半から90年代に
20～ 30代でニューカマーとして
来日した外国人がそのまま新宿区
で暮らし、年齢を重ねている可能

性が考えられます。
　次に年齢三区分別人口を見て
みますと、圧倒的に生産年齢人
口（15～ 64歳）が多いことが分
かります（図表 2-5）。新宿区の
日本人の生産年齢人口割合は約7
割ですが、外国人は9割です。ま
た、日本人人口では高齢人口が約
2割を占めますが、外国人はわず
か2.4%です（図表2-6）。
　この傾向は全国・東京都でも同
様ですが、全国・東京都に比べて、
新宿区はより生産年齢人口割合が
大きくなっています（図表2-7）。
　その要因は、前述の通り、20
～ 40代の層の厚さによるものと
考えられます。
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資料 : 新宿区総合政策部企画政策課統計 資料 : 新宿区総合政策部企画政策課統計
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● 新宿区では「韓国・朝鮮」「中国」を中心にアジア系人口が多い。

● 欧米系では「フランス」「米国」人口が多く、一貫して増加傾向にある。

● 過去 20 年間で急増しているのは「ネパール」「ミャンマー」人口。
　 また 2000 年以降の「韓国・朝鮮」「中国」人口増加も顕著。

図表2-8　新宿区における
　　　　外国人登録人口の国籍別内訳（1980-2010 年）

図表 2-9　新宿区における
　　　　国籍別外国人登録人口の推移（1980-2010 年）
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　新宿区では、現在115カ国の
外国人が暮らしていますが注1、約
9割がアジア諸国人口で、そのう
ち7割強を「韓国・朝鮮」「中国」
が占めています。欧米諸国人口で
は、「フランス」「米国」の人口が
多く、新宿区の国籍別人口でそれ
ぞれ4位、6位となっています。
　国籍別にみて特に人口増加が著
しいのは「ミャンマー」と「ネパー
ル」です。「ミャンマー」は1980
年にはわずか11人ですが、2010
年には1,274人と約115倍も増加
しています。特に、1990～ 1992
年、2008～ 2009年に伸びが著し
くなっています。1990年代初めの
人口増加の背景には、1988年に

ミャンマーでは軍部が政権を掌握
したことで、身の危険を感じた民
主化活動家や少数民族出身者が国
外に逃れたことによる影響が考え
られます。2000年代後半の人口
の伸びについては、2007年の大
規模なデモ発生後、難民申請をす
るミャンマー人が倍増した時期と
重なっていることから、このこと
が背景要因として考えられます注２。
　「ネパール」は、2005年以降急
増しており、5年間で115人から
819人へと約7倍も増加していま
す。なお、ネパールでは、2000
年以降海外への出稼ぎ労働者が急
増し、海外出稼ぎ労働者による送
金額がネパール経済を支える有力

な資金源の一つとなっています注３。
　また、外国人登録人口増加を押
し上げているのは、やはり「韓国・
朝鮮」「中国」であり、特に2000
年代の増加率は「韓国・朝鮮」が
約6割増、「中国」が約7割増と
なっています。先ほど述べたとお
り、「韓国・朝鮮」は留学生・就
学生の増加、「中国」は留学生及
び永住者が増えたことが考えられ
ます。

注 1 :   2010 年 12月 1日現在。無国籍は含んでいません。
注 2 :   2007 年 1 年間のミャンマー人による難民申請は

500 人でしたが、2008 年には 979 人となってい
ます。

注 3 :   在ネパール日本国大使館『図説　ネパール経済
2010』統計によれば、2008/2009 年度の新規出
稼ぎ出国者数は 22万人、同期間の国外からの送金
額はGDPの 21.8%相当となっています。

資料 : 新宿区『新宿区の統計』
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● 新宿区では、就労資格、「留学」「就学」「永住者」「特定活動」人口が大きく増加。

● 国籍ごとに在留資格の内訳はさまざま。
　 例えば「韓国・朝鮮」はホワイトカラー職を主とした就労資格と
　 「留学」「就学」「家族滞在」が多いが、「中国」は「留学」「就学」「永住者」が多い。

図表2-10　新宿区における外国人登録人口の在留資格別内訳（1995-2010 年）

図表 2-11　新宿区における就労資格別人口の推移（1995-2010 年）

資料 : 新宿区地域文化部戸籍住民課統計
注 : 「就労資格」の定義は 14ページ中段の注 2を参照。
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　外国人登録人口を在留資格別に
みてみますと、過去15年で伸び
が顕著なのは就労資格、「永住者」、
「特定活動」です（図表2-10）。
　就労資格人口は特に 2005 年
以降大幅に増加しており、2005
～ 2010年で約 1.6倍も増えてい
ます。その内訳を見ますと、「人
文知識・国際業務」（翻訳・通訳、
及び企画・営業などの事務職）「技
能」（コック、宝石職人など）「技術」
（SEなど）「投資・経営」（会社
経営者など）の伸びが大きくなっ
ています（図表2-11）。「人文知識」
や「技術」は専門的知識や技術を
有する「高度外国人人材」注１の主
力層で、特に「韓国・朝鮮」、「中
国」で増加しています。また、「技

　次に、国籍別に在留資格の内訳
を見てみますと、それぞれ特徴が
浮かび上がってきます。
　「韓国・朝鮮」は、就労資格、「留
学」「就学」「家族滞在」で6割強
を占めており、就労目的と留学目
的の人口とその家族が大半である
ことが分かります。
　「中国」も「韓国・朝鮮」と同
じくらいの割合で就労資格人口が

能」は「中国」「ネパール」、「投資・
経営」は「韓国・朝鮮」の増加が
目立っています。
　次に「永住者」ですが、2000
年以降の伸びが顕著で、2000
～ 2010 年で 4.6 倍も増えてい
ます。人口増の主な要因は「韓
国・朝鮮」「中国」の増加にあ
り、1995 ～ 2010 年でそれぞれ
4.5 倍（348 → 1,559 人 ）、8.3 倍
（230→ 1,910人）となっています。
その背景には「出入国管理及び難
民認定法」（入管法）の改正により、
永住許可要件が緩和されたことが
考えられます注2。
　最後に「特定活動」ですが、
2005～ 2010年の人口増が顕著で
約3.2倍増えています。人口増の

いますが、「留学」「就学」（4割弱）、
「永住者」（2割弱）が多くなって
います。
　「ミャンマー」は、「特定活動」
や「定住者」が全体の半分を占め
ています。
　「フランス」は、就労資格と家族
滞在が圧倒的に多くなっています。
　「フィリピン」、「タイ」は、「永
住者」「日本人の配偶者等」の割

主な要因は「韓国・朝鮮」、「ミャ
ンマー」にあります。「韓国・朝鮮」
はワーキング・ホリデーが多く注3、
「ミャンマー」は難民申請によって、
人道的配慮による在留特別許可と
して「特定活動」を取得したと考
えられます注4。

合が大きいですが、「フィリピン」
は「タイ」に比べて「定住者」が
多く、「タイ」は「フィリピン」と
比べて「留学」が多くなっています。
　「米国」、「ネパール」は、就労
資格と「留学」が6割強を占めて
いますが、「ネパール」は「米国」
と比べて「家族滞在」が多く、「米
国」は「永住者」が多いことが特
徴といえます。

図表 2-12　新宿区における国籍別在留資格の内訳（2010 年 4月）

注 1 :   厚生労働省では「高度外国人材」ですが、内閣府の
高度外国人受入推進会議では「外国高度人材」と称
されています。

注 2 :  「永住者」資格の認定要件の一つである在日年数が
20年から 10年に短縮されています。

注 3 :  『在留外国人統計　平成22年度』によると、「韓国・
朝鮮」の「特定活動」の内訳は、4,711人中 3,947
人がワーキング・ホリデーとなっています。

注 4 :  人道的配慮による在留特別許可として「特定活動」
が付与されるようになったのは、2005 年の入管法
改正以降です。同年改訂された「難民認定事務取扱
要領」第 7章第 5節には、難民に認定されなくとも
在留を特別に許可する場合には、「特定活動」を付与
する旨が記されており、2005 年以降、難民認定者
=「定住者」、在留特別許可 =「特定活動」という区
分がなされたと推測できます。「定住者」は「特定活動」
と異なり、就労制限がなく、生活保護申請も可能です。
しかし、現在までの難民人定数は申請数に比べて非
常に少なく、2009年1年間の申請数1,388人のうち、
難民認定されたのは30人（約 2％）となっています。

資料 : 新宿区地域文化部戸籍住民課統計
注 : 上記資料ではネパールを含んだ国籍別在留資格の統計が 2010 年 4月 1日以降のものしかないため、在留資格の国籍別内訳の推移を表す場合に限り 2010
年統計は 1月 1日ではなく 4月 1日のものを利用しています。
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● 単身世帯の割合が 8割以上。

● 1～ 4人世帯が全体に占める割合は過去 20 年間変化がないが、
　 5人以上の世帯は減少傾向。

　外国人登録人口の世帯構成を見
てみますと、全体に占める単身世
帯の割合が約85％と圧倒的に高
くなっています。これは、日本人
と外国人の混合世帯が、登録上は
外国人の数のみで集計されてしま
うことも原因の一つとして考えら
れますが、新宿区は留学生や就学
生が多いため、若年層の単身世帯
が自ずと多くなるとも考えられま
す。
　一方、複数世帯は2人世帯が全
体の 6～ 7％、3人世帯・4人世
帯がそれぞれ2～ 3％で過去 20
年間推移しており、ほとんど変化
はありません。
　5人以上の世帯は1990年時点
で 210世帯、2010年で 230世帯
と数自体にほとんど変化がありま
せんが、世帯数全体が増えている
ため、全体に占める割合は減少し
ています。
　最後に、日本人が世帯主で、配
偶者または子が外国人という世
帯の数は増加傾向にあります
（図表2-14）。全体に占める割合
は、1990～ 2000年の 10年間で
は15％前後で推移していますが、
2010年には約11％と若干減少の
傾向にあります。

図表 2-13　新宿区における外国人登録人口の人数別世帯数注の推移（1990-2010 年）

図表 2-14　新宿区における外国人登録人口世帯数と世帯主数の推移

資料 : 新宿区地域文化部戸籍住民課統計
注 :   外国人の世帯別集計は、日本人と外国人の混合世帯の場合、外国人の数で世帯の人数を集計しています。
　　したがって、「1人世帯」でも、配偶者が日本人で実際は 2人世帯、などのケースも考えられます。

人数別世帯数5
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25,000
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資料 : 新宿区地域文化部戸籍住民課統計
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● 過去10 年間の動態を見ると、「新規登録」（入国など）が
　 「閉鎖」（出国など）を上回る（2005 年を除く）。
　 一方、2007 年以降転出が転入を上回っている。

● したがって、新宿区の外国人登録人口の増加要因は、
　 「新規登録」人口の増加によるもの。

　外国人登録人口の人口動態は、
「新規登録」（主に入国）と「転入」
人口がどれだけ増えたのか、「閉
鎖」（主に出国など）「転出」人
口がどれだけ減ったのかによっ
て知ることができます。新宿区
の 2000～ 2010年の人口動態を
見てみますと、「新規登録」（主に
入国）の件数が2005年を除いて
「閉鎖」（主に出国）を上回ってい
ます。また、「転入」「転出」の

動向を見てみますと、2007年ま
ではほぼ同数で推移していました
が、2007年以降「転出」が「転入」
を明らかに上回るようになってい
ます。
　このことから、新宿区の外国人
登録人口の増加は、主に「新規登
録」によるものだといえます注。

図表 2-15　新宿区における外国人
　　　　 登録人口動態（2000-2010年）

資料 : 新宿区『新宿区の概況』
注 : 2000 年のデータのみ 3月末日の統計（2000 年までは各年度末集計であったため）。

注 :  「新規登録」には、一度帰国して再入国した外国人も
含まれます。したがって、必ずしも「新規登録」のす
べてが新規に来日した外国人を指しているとは限りま
せん。

【用語の説明】

●「日本国籍離脱」…日本国籍のほかに外国の国籍をもっている者が日本国籍を離脱することです。

●「日本国籍喪失」… 二重国籍（日本の国籍と外国の国籍を持っている）者が、外国の国籍を選択した場合、外国で生まれた日本人の子どもが、出生後 3ヶ月以内

に日本国籍を留保する旨を申請しなかった場合に起こります。

●「日本国籍取得」と「帰化」… どちらも外国人が日本国籍を取得することを指しますが、「日本国籍取得」は、日本人の父親と外国人の母親の間に生まれた子どもが婚姻

により認知された場合、外国で生まれた子どもが外国の国籍とともに日本国籍の留保を申請していなかった場合の再取得、などがあります。
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外交

公用

教授

芸術

宗教

報道

投資・
経営

法律・
会計業務

医療

研究

教育

技術

人文知識・
国際業務

企業内
転勤

興行

技能

日本国政府が接受する外交官、領事官、外交使節と同等
の特権や免除を受ける者（国家元首/閣僚 /議会、国連
事務総長等）およびその家族による活動。

在留資 格 活 動 内容 職 業例 在留 期 間

日本国政府が承認した外国政府や国際機関の公務従事者
とその家族による活動。

日本国内の大学、大学に順ずる機関、高等専門学校での
研究、研究指導、教育の活動。

収入を伴う音楽、美術、文学などの活動。

外国の宗教団体から日本に派遣された宗教家による布教
その他の宗教上の活動。

外国の報道機関との契約に基づいて行う取材などの報道
上の活動。

日本での事業経営の開始（起業）及び起業する外国人経
営者の下での管理業務、日本企業の投資買収及び投資買
収を行った外国人の下での管理業務、など。

外国法事務弁護士、外国公認会計士などの資格を持った
者が行う会計・法律上の業務。

医師、歯科医師などの資格を持った者が行う医務関連業
務。

日本の公私の機関との契約に基づいて行う研究関連業務。

日本の小・中・高等学校、その他各種学校で行う語学教
育などの業務。

理科系分野の技術・知識を要する業務。

法律学、経済学、社会学などの人文科学的な知識を要す
る業務、または通訳・翻訳等の国際業務。

外国の本社 /支店から日本の本社 /支店/関連会社への
転勤。ただし、その業務は在留資格「技術」「人文知識・
国際業務」に要該当。

演劇、演芸、演奏、スポーツ等の興行に係る活動又はそ
の他の芸能活動。

日本の公私機関との契約に基づく熟練技能を要する業務。

外国政府の大使、公使、総領事等と
その家族

外国政府の大使館・領事館の職員、
国際機関から公務で派遣される者と
その家族

大学教授、講師

作曲家、画家、著述家

外国の宗教団体から
派遣される宣教師等

外国の報道記者、カメラマン

外資系企業等の経営者・管理者

弁護士、公認会計士等

医師、歯科医師、看護師

政府関係機関や私企業などの研究者

中学校・高等学校などの語学教師等

機械工学等の技術者

通訳、デザイナー、
私企業の語学教師等

外国の事業所からの転勤者

俳優、歌手、ダンサー
プロスポーツ選手等

外国料理の調理師、スポーツ指導者、
パイロット、貴金属などの加工職人等

外交活動の
期間

公用活動の
期間

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

3 年又は
1年

在留資格の範囲内で就労活動を認められている資格

　在留資格とは、「出入国管理及び難民認定法」（入管法）に基づき、日本に入国し在留する外国人に与えられる資格で、日
本滞在の法的根拠となります。入管法で定められた在留資格は現在 27あり、大きく分類して［1］就労が認められている資
格（本レポートでは「就労資格」）、［2］就労が認められていない資格、［3］許可の内容によって就労の可否が決められる資格、
［4］身分や地位によって在留活動が認められている資格、に分類できます。加えて、「日本国との平和条約に基づく日本の
国籍を離脱した者等の出入国管理に関する特別法」（入管特別法）に基づく在留資格として「特別永住者」があります。
　在留資格とその活動内容、在留期間については以下の通りです。

在留資格について
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文化活動

短期滞在

留学

就学

研修

家族滞在

特定活動

永住者

日本人の
配偶者等

永住者の
配偶者等

定住者

特別
永住者

就労活動を認められていない資格

許可の内容で就労の可否が決まる資格

身分や地位に基づき在留活動が認められている資格

在留 資 格

在留 資 格

在留 資 格

活 動 内容

活 動 内容

活 動 内容

職 業例

職 業例

職 業例

在留 期 間

在留 期 間

在留 期 間

収入を伴わない学術/芸術上の活動、又は日本文化／技
芸についての専門的な研究や専門家の指導を受けてこれ
を修得する活動。

日本に短期間滞在して行う、観光、講習又は会合の参加、
親族・知人・訪問など。

日本の大学、短期大学、専門学校、日本の大学や大学
院進学に向けた日本語学校での予備教育課程で教育を受
ける活動。

日本の高校（又はそれに準ずる機関）、上記以外の日本語
学校で教育を受ける活動。

日本の公私の機関で技術、技能又は知識の修得をする活
動。

就労が認められている資格、「留学」「文化活動」資格
を持つ外国人が扶養する家族。

法務大臣が個々の外国人について特に指定する活動。

法務大臣が永住を認める者（特別永住者を除く）。

日本人の配偶者、又は日本人の子として出生した者、特別
養子（実親と親族関係を終了する養子縁組）。

「永住者」「特別永住者」の配偶者及び日本で生まれ在留
している子。

法務大臣が一定の在留期間を指定して居住を認める者
（インドシナ難民及び難民認定者、日系3世、中国残留
邦人など）。
戦前から日本に居住している朝鮮半島、台湾出身者で、サン
フランシスコ平和条約 (1952年 )の発効によって日本国籍
を失った後も引き続き日本に在留している外国人とその子孫。

日本文化の研究者等

観光客、会議参加者等

大学、短期大学等の学生

高等学校、専修学校（高等又は
一般課程）等の生徒

研修生

在留外国人が扶養する配偶者
又は子ども

ワーキング・ホリデー、
研究者や外交官の家事使用人、
技能実習生、外国人看護師など

ー

ー

ー

ー

ー

1年又は
6ヶ月

90日、30日
又は15日

2年 3ヶ月、2年、
1年 3ヶ月又は1年

1年 3ヶ月、1年
又は 6ヶ月

3年又は
1年

3 年、2年、1年、
6ヶ月又は 3ヶ月

1年又は
6ヶ月

無期限

3年又は
1年

3年又は
1年

3 年、1年又は
法務大臣が
指定する期間）

無期限
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★予告★　新宿区における外国人の集住状況（2010 年）

次回レポートでは、特別出張所別、町丁別データを用いながら、新宿区で暮らす外国人の実態により深く迫って
いく予定です（例えば、特別出張所単位で国籍別登録人口を見ると、以下のようになります）。

地域別・国籍別外国人登録人口（10,000 人以上／● 1個あたり 100 人）

地域別・国籍別外国人登録人口（～ 2,000 人／● 1個あたり 10 人）

韓国・朝鮮
14,332 人

ミャンマー
1,274 人

米国
905 人

中国
11,314 人

フランス
1,128 人

ネパール
819 人

フィリピン
924 人

タイ
716 人

落合第二
落合第一

戸塚

榎町

簞笥町
若松町大久保

柏木

角筈・区役所

四谷
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２００９（平成２１）年度
新宿自治創造研究所活動報告書

既刊一覧

２００９（平成２１）年 ３月

２０１０（平成２２）年 ３月

都市・自治にかかる情報と分析
－データの読み方－
２０１０（平成２２）年  ３月



発行年　　　　2011（平成23）年3月

編集・発行　　新宿区新宿自治創造研究所
　　　　　　　（新宿区新宿自治創造研究所担当部　
　　　　　　　新宿自治創造研究所担当課）

住所　　　　　〒160-8484
　　　　　　　東京都新宿区歌舞伎町一丁目４番１号
　　　　　　　（新宿区役所内）

電　話　　　　03-5273-4252（ダイヤルイン）

ＦＡＸ　　　　03-5272-5500

 
本誌は古紙を利用した再生紙を使用しています。

新宿自治創造研究所

印刷物作成番号

2010-1-2201

No.





<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.3
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 3.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 3.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 600
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames false
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


